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の
関
税
も
撤
廃
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

同
地
域
の
飛
躍
的
経
済
発
展
が
期
待
で
き

る
。
来
年
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
こ
の
議
長
国

と
な
る
事
か
ら
首
都
ネ
ピ
ド
ー
近
辺
で
は
、

ホ
テ
ル
等
関
連
施
設
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
で

湧
い
て
い
た
。

３　

縫
製
工
場
見
学

１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
展
開
の
衣
料
製
造
業
（
台
湾
、

香
港
）
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
移
転
し
、
縫
製

産
業
は
急
激
に
発
展
し
た
。
し
か
し
２
０

０
３
年
7
月
の
米
国
の
経
済
制
裁
発
動
以

後
、
同
産
業
は
壊
滅
的
大
打
撃
を
受
け
た
。

近
年
の
民
主
化
進
展
と
中
国
展
開
企
業
の

移
転
（
賃
金
上
昇
、ス
ト
ラ
イ
キ
頻
発
）
の

動
き
も
有
り
、縫
製
産
業
は
復
活
し
つ
つ
あ

る
。
今
回
ヤ
ン
ゴ
ン
市
近
郊
の
あ
る
縫
製

工
場
を
訪
問
し
、
社
長
夫
人
や
生
産
部
長

の
案
内
で
工
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

（
１
）
会
社
運
営
等

素
材
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
か
ら
持

ち
込
み
、
現
地
で
裁
断
（
型
紙
）
し
、
ミ

シ
ン
を
使
っ
て
縫
製
し
、
日
本
や
中
国
に

出
荷
し
て
い
る
。
従
業
員
は
約
４
０
０
人

の
殆
ど
が
女
性
従
業
員
、
賃
金
は
月
５
万

チ
ャ
ッ
ト
～
７
万
５
千
チ
ャ
ッ
ト
「
７
月

19
日
現
在
為
替
レ
ー
ト
１
円
＝
９
・
77

チ
ャ
ッ
ト
」（
月
給
５
千
円
～
７
千
６
百
円
）

程
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
セ
ア
ン
諸
国
の

中
で
も
最
も
低
い
賃
金
で
あ
る
。

（
２
）
従
業
員

班
長
ク
ラ
ス
に
は
韓
国
で
働
い
た
経
験

の
あ
る
従
業
員
も
い
る
。
勤
勉
意
欲
は
高

く
業
務
に
は
従
順
で
あ
る
が
従
業
員
の
定

着
率
は
日
本
と
比
較
す
る
と
低
い
よ
う
で

あ
る
。
こ
れ
は
腕
を
磨
い
て
会
社
を
変
え

る
事
に
よ
っ
て
俸
給
が
ア
ッ
プ
す
る
欧
州

の
慣
習（
か
っ
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
）

が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
品
質
等　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
縫
製
技
術
は
東
南
ア
ジ

ア
の
他
国
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
等
」
と
比
較
し
て
も
品

質
は
割
合
良
い
方
で
あ
る
。
た
だ
生
産
性

は
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
が
今
後
の
向
上

が
十
分
に
見
込
ま
れ
る
。
生
産
部
長
部
長

は
「
今
後
当
工
場
も
設
備
拡
大
や
縫
製
技

術
の
改
善
を
図
り
生
産
効
率
を
上
げ
て
行

く
予
定
で
あ
る
」
旨
、
説
明
し
て
く
れ
た
。

（
４
）
輸
送
コ
ス
ト

日
本
へ
の
輸
送
は
通
常
船
便
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
港
で
コ
ン
テ
ナ
載
せ
替
え
）
で
往

復
２
ケ
月
間
を
要
し
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
１
枚
の

単
価
は
約
１
２
０
円
程
度
で
あ
る
。
航
空

便
の
場
合
は
単
価
２
４
０
円
で
あ
り
、
流

通
上
の
時
間
と
コ
ス
ト
高
が
問
題
で
あ
る
。

他
の
輸
送
手
段
と
し
て
は
ベ
ト
ナ
ム
経
由

の
陸
路
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ

ン
か
ら
タ
イ
及
び
ラ
オ
ス
を
経
由
し
、
ベ

ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
港
」
や
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
ダ
ウ
エ
イ
か
ら
タ
イ
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア

を
経
由
し
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
港
」

を
併
用
し
た
船
便
の
方
法
等
も
あ
る
が

「
国
境
で
の
通
関
手
続
き
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
に
な
っ
て
い
な
い
事
」
や
、「
積
み
替

え
を
要
す
る
区
間
」、「
道
路
整
備
上
の
問

題
」
等
の
問
題
も
有
り
、
ま
だ
船
便
が
安

定
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）
イ
ン
フ
ラ
等
の
問
題

電
力
供
給
が
不
安
定
で
あ
り
、
停
電
時

に
は
自
家
発
電
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
は
、
我
々
の
滞
在
中
に
も
市
内
の
送

電
が
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
事
態
を
何
度

か
体
験
し
た
が
、復
旧
は
比
較
的
早
く（
約

20
、
30
分
程
度
）
行
わ
れ
て
い
た
。

４　

国
立
高
校（
小
、
中
、
高
）
訪
問

校
長
先
生
（
女
性
）
自
ら
学
校
案
内
を

し
て
戴
き
、
主
要
な
先
生
方
共
、
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
教
職
員
は

94
人
全
員
が
女
性
で
あ
る
」
と
の
説
明
を

聞
い
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
女
性
の
旺
盛
な
向

学
心
と
勤
勉
な
姿
勢
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

（
１
）
教
育
制
度

現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
学
校
教
育
制
度
は
、

基
礎
教
育
と
高
等
教
育
か
ら
成
っ
て
い
る
。

基
礎
教
育
機
関
に
は
、
初
等
教
育
「
小
学

校
５
年
間
（
２
０
０
０
年
か
ら
義
務
教
育

実
施
）」
中
等
教
育
「
中
学
校
４
年
間
、高

等
学
校
２
年
間
お
よ
び
各
種
職
業
学
校
」

が
あ
る
。高
等
教
育
機
関
に
は
、短
期
大
学
、

大
学
が
あ
る
。
各
学
校
は
す
べ
て
政
府
の

統
括
下
に
あ
り
、
教
育
方
針
や
教
育
課
程

な
ど
は
教
育
省
が
管
轄
し
て
い
る
。
校
長

先
生
か
ら「
将
来
、中
学
課
程（
４
年
間
）の

義
務
化
に
向
け
た
動
き
が
あ
る
」
旨
、
確

認
で
き
た
。な
お
、ミ
ャ
ン
マ
ー
は
「
５
︲

４
︲
２
の
11
年
教
育
」で
12
年
に
満
た
な
い
。

日
本
の
大
学
に
進
学
す
る
場
合
は
文
部

科
学
大
臣
の
指
定
に
よ
る
「
準
備
教
育
課

程
（
大
学
の
留
学
生
別
科
や
特
定
の
日
本

語
学
校
）」
を
終
了
し
た
場
合
に
入
学
資

格
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
教
育
環
境
等 

パ
ソ
コ
ン
教
室
も
1
室
整
備
さ
れ
（
Ｏ

Ｓ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ 

Ｘ
Ｐ
）
て
い
た
。

中
学
生
に
は
「
基
本
的
操
作
」、
高
校
生

に
は「
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
等
の
基
礎
的
事
項
」

に
つ
い
て
実
習
教
育
を
開
始
し
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
教
育
設
備
が
整
っ
た

学
校
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内

等
の
数
校
だ
け
に
過
ぎ
な
い
そ
う
で
あ
る
。

我
々
が
授
業
中
の
教
室
を
訪
問
す
る
度
に

担
当
教
員
と
生
徒
全
員
が
窓
側
に
振
り
向

い
て
合
掌
し
、「
ミ
ン
ガ
ラ
ー
バ（
こ
ん
に

ち
は
）」と
元
気
良
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
。

私
は
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
や
家
庭
の

躾
教
育
が
し
っ
か
り
行
き
届
い
て
い
る
と

も
の
と
感
じ
た
。
親
は
教
師
に
協
力
的
で

学
校
運
営
行
事
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
参

加
し
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
特
に
僧
侶
と

教
師
は
大
変
尊
敬
さ
れ
る
立
場
に
あ
り
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
の
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）
就
学
率

校
長
先
生
か
ら
「
小
学
校
（
５
歳
～
９

歳
）
の
就
学
率
は
95
％
程
度
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
中
学
校
（
10
歳
～
13　

歳
）

の
就
学
率
は
45
％
程
度
に
下
が
る
。
こ
れ

は
地
方
に
行
け
ば
行
く
程
顕
著
で
あ
る
」

旨
、
説
明
を
受
け
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
関

連
情
報
を
見
る
に
つ
け
私
は
「
若
者
の
多

く
が
近
隣
の
タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
出
稼
ぎ
で
出
国
し
、
働
き
手

の
一
部
を
生
徒
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
事

情
も
影
響
し
て
い
る
」
も
の
と
思
料
す
る
。

（
４
）
教
育

授
業
は
ミ
ャ
ン
マ
－
語
（
高
校
の
数
学

と
科
学
の
授
業
は
英
語
）
で
行
わ
れ
て
い

る
。
授
業
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
１

時
限
30
～
35
分
（
最
低
週
40
時
間
）
中
学
・

高
校
、
１
時
限
45
分
（
最
低
週
35
時
間
程

度
）
で
あ
る
。
当
学
校
で
は
午
前
中
は
低

学
年
、
午
後
か
ら
は
高
学
年
に
区
分
し
て

教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
授
業
料
に
つ
い

て
は
、
小
学
校
は
無
償
、
中
・
高
等
学
校

で
は
、
有
償
で
学
年
順
に
学
費
も
上
が
る
。

毎
月
の
学
費
は
、
６
年
生
は
５
０
０

チ
ャ
ッ
ト
、
11
年
生
で
も
僅
か
１
０
０
０

チ
ャ
ッ
ト
（
約
１
０
２
円
）
で
あ
り
、
殆

ど
無
料
に
近
い
と
言
え
る
。
そ
の
他
の
経

費
と
し
て
教
科
書
費
、
文
房
具
費
、
学
校


